
第
八
巻
　
　
漿
　
　
報

罰
寺
の
滑
革
を
細
叙
し
、
次
に
造
蛙
に
就
い
て
は
其
の
現
妖
ミ
礎

石
の
配
列
を
ば
精
密
な
寳
測
岡
に
依
っ
て
記
述
す
る
ミ
共
に
、
堂

塔
の
配
置
や
建
物
の
大
さ
の
復
原
を
も
試
み
、
後
傘
に
從
來
登
兇

の
古
瓦
を
集
大
成
し
た
岡
版
を
載
せ
、
後
藤
君
の
形
式
の
分
類
－
こ

銘
瓦
の
解
論
ε
が
加
へ
ら
れ
て
あ
る
。
是
等
の
記
蓮
は
み
な
詳
密

で
、
豊
富
な
圓
版
ミ
併
せ
見
る
に
於
い
て
同
寺
の
規
模
を
髪
髭
し

得
る
に
近
く
、
近
頃
績
々
創
刊
せ
ら
る
、
冬
府
縣
の
史
蹟
調
査
報

告
申
で
ま
さ
に
推
賞
に
値
す
る
一
ざ
云
ひ
得
や
う
。
た
撃
讃
過
の

際
の
蜀
望
の
感
は
圖
版
の
組
合
せ
が
稽
急
な
こ
書
、
、
そ
れ
に
嚇

々
の
解
設
が
印
刷
し
て
な
い
爲
、
木
寺
の
如
き
多
く
の
礎
石
や
古

瓦
の
あ
る
場
合
、
臨
監
な
封
照
の
後
で
な
け
れ
ば
こ
の
圓
が
さ
の

歯
跡
又
は
直
証
を
示
し
て
み
る
の
や
ら
究
め
難
く
、
特
に
本
冊
の

如
き
本
文
中
隙
版
ざ
の
謝
照
の
部
分
に
比
較
的
誤
植
の
多
い
の
故

を
以
て
其
の
感
更
に
深
い
。
是
等
は
次
冊
以
下
に
考
慮
を
加
へ
ら

れ
て
完
美
な
も
の
｝
こ
な
ら
ん
こ
く
）
を
期
待
す
る
。
（
東
京
府
嚢
行
、

非
費
品
）
　
〔
以
上
梅
原
〕

第
四
　
騒
い
　
　
、
一
．
五
山
ハ
　
，
（
六
七
入
）

彙

艮蕊畢

翻
學
士
院
受
賞
瓦

解
國
論
士
院
第
一
部
に
於
て
本
年
度
の
恩
賜
賞
の
授
治
者
左
の
如

し
。　

　
一
近
世
日
本
新
民
史

　
　
一
本
右
文
粋
転
註

徳
富
猪
一
郎

柿
村
，
重
松

　
　
　
⑳
史
學
研
究
會

例
會
　
丁
抹
人
一
．
ユ
9
H
肖
。
ぎ
頓
氏
の
寄
購
に
よ
り
今
回
新
た
に
丈

學
部
陳
列
館
に
到
著
し
た
る
原
大
模
型
の
大
秦
景
敏
流
行
中
國
碑

が
同
館
正
面
入
肝
の
向
っ
て
右
側
に
建
立
せ
ら
れ
薫
る
を
機
ミ
し

六
月
二
十
三
日
午
後
一
時
牟
よ
り
文
墨
部
第
六
教
室
に
て
本
會
例

會
を
兼
ね
、
右
建
立
記
念
講
演
會
を
開
き
、
景
敏
碑
關
係
の
多
撒

史
料
を
も
展
観
に
供
ぜ
り
。
當
日
來
會
者
百
五
十
名
に
蝕
り
、
弼

に
な
く
會
場
…
に
溢
る
、
。
が
如
き
成
㎜
況
を
口
王
せ
り
。
午
後
六
時
散
・
曾

す
。
こ
の
日
の
講
演
要
頭
左
の
如
し
。

、
一
、
組
先
崇
拝
＄
我
國
の
封
建
制
度



　　

@　

@　

@　

@　
ﾗ
轟
通
辞
，
健
二
君
。
、

　
我
が
國
の
法
律
生
活
を
扁
貫
せ
る
原
理
を
討
究
す
る
こ
ご
は
法

制
史
上
重
要
な
る
問
題
な
る
が
穗
精
陳
重
博
士
は
其
の
原
理
ミ
し

て
蔵
先
祭
祀
を
暴
け
ら
れ
、
ハ
ー
ン
．
グ
リ
ス
ピ
も
亦
是
を
我
が

法
律
及
就
會
生
活
の
基
調
こ
し
て
重
要
観
し
近
世
に
於
い
て
も
な

ほ
此
の
思
想
に
支
配
せ
ら
れ
恰
も
埃
及
羅
馬
の
一
一
に
封
比
す
べ

も
、
・
爲
セ
る
他
方
に
、
窄
ル
フ
、
シ
ユ
ル
ッ
エ
シ
穿
ツ
、
栽

が
福
醗
三
三
博
士
は
近
世
の
封
建
制
度
ε
歓
洲
の
警
察
國
家
欄
度

に
比
較
せ
り
、
然
れ
、
こ
も
此
の
爾
見
解
は
互
に
補
足
す
る
事
に
よ

り
て
眞
を
得
べ
く
一
先
日
舞
の
思
想
も
近
世
に
於
い
て
は
上
代
ミ

其
の
内
容
を
異
に
し
て
物
質
的
ミ
な
り
、
叉
封
建
制
度
も
族
制
組

織
に
基
く
所
多
く
、
此
の
鮎
に
於
い
て
歓
洲
の
警
察
國
家
制
度
ε

は
本
質
的
に
異
り
ぐ
」
云
々
。

　
一
、
漢
鱗
茎
敏
典
に
就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
蓋
然
博
士
　
　
弱
田
　
　
亨
艦

　
先
づ
景
教
の
派
生
し
た
る
経
路
ミ
、
東
方
に
傳
播
せ
る
有
襟
ε

の
概
馨
を
述
べ
、
景
教
碑
文
中
の
特
種
の
語
二
三
ミ
、
碑
面
記
載

『
の
シ
リ
や
文
の
坤
讃
み
方
ミ
に
つ
き
て
設
明
を
加
へ
、
つ
い
で
本
臨
醗

第
入
巷
　
　
藥
　
　
報

に
入
り
で
、
瀦
課
の
景
典
は
近
年
佛
の
ペ
リ
オ
氏
に
依
り
て
敦
燵

よ
の
嚢
見
せ
⑥
れ
た
る
景
敬
三
位
三
度
讃
の
末
に
附
せ
る
三
縄
な

る
叫
篇
に
も
、
景
俗
景
浮
の
漢
回
せ
る
も
の
三
＋
部
ご
し
て
、
そ

の
纏
目
を
掲
げ
、
ま
た
景
敏
碑
に
も
景
典
糧
謬
の
三
見
ゆ
れ
ば
、

．
そ
の
撒
回
し
も
少
き
に
回
り
し
な
る
べ
き
に
、
從
來
知
ら
れ
た
る

も
の
ぽ
唯
此
の
一
度
讃
の
↓
篇
な
り
し
を
詮
き
、
既
の
間
に
在
り

て
等
し
く
敦
焼
よ
り
出
で
・
、
偶
然
故
富
岡
氏
の
手
に
瞬
し
た
る

漢
課
の
景
典
一
紳
論
が
景
教
流
行
の
慧
三
唱
こ
し
て
極
め
て
貴
重
な

る
も
の
な
る
を
述
べ
、
更
に
こ
の
一
子
論
が
聖
書
の
記
す
る
所
を

引
用
し
て
、
墓
督
教
理
を
論
弁
せ
る
、
所
謂
。
薄
⑦
。
｝
日
一
。
，
言
に
属
す

る
も
の
な
る
を
説
き
て
そ
の
例
謹
を
示
し
、
其
の
行
文
の
漢
丈
の

罷
を
得
ざ
ろ
こ
ε
よ
り
考
へ
て
、
未
だ
漢
文
に
熟
セ
ざ
る
景
士
の

繹
幽
す
る
所
か
、
も
し
く
は
麺
作
せ
る
純
な
ら
ん
書
推
し
、
更
に

論
中
の
「
喩
如
從
此
至
波
斯
、
亦
如
從
波
斯
至
携
林
」
云
々
の
文
伺

を
引
き
て
、
此
の
論
の
豊
作
が
波
斯
以
東
の
一
地
に
於
て
成
さ
れ

た
る
こ
ミ
疑
無
し
ミ
し
、
進
み
で
本
論
に
サ
タ
ン
（
望
β
、
）
を
娑

多
門
－
、
・
書
き
て
「
遊
興
堆
砂
名
悪
鬼
」
ε
記
せ
る
「
胡
」
の
意
義
、
ま

た
「
虚
悪
中
最
大
號
名
参
怒
」
く
」
記
せ
る
飯
釜
（
m
§
占
～
ω
§
ぎ
）
を

第
’
附
號
　
　
　
ヴ
五
・
七
　
（
六
・
七
九
）



第
八
巻
　
　
藥
　
　
報

●

ソ
“
ク
ー
ト
瓠
㎜
、
中
期
波
蓋
附
翫
順
等
に
円
サ
タ
ン
φ
を
珊
耐
ふ
澱
p
碁
洗
飯
の
煎
郷
謬
く
』

見
る
こ
ご
等
に
よ
り
て
、
本
論
の
二
本
が
ソ
グ
ド
丈
な
り
し
な
る

べ
き
を
推
し
、
最
後
に
本
論
述
作
の
階
代
を
考
へ
、
輪
中
、
「
所
以

’
分
…
明
自
説
…
獄
・
來
昏
乱
訓
需
同
天
下
再
議
、
定
石
蔭
肖
牙
六
百
賄
四
十
｝
年

不
買
已
」
噛
こ
記
せ
る
を
解
し
て
、
こ
れ
暴
督
降
誕
後
そ
の
當
時
に

至
る
迄
に
》
六
百
囮
一
十
・
一
」
牛
を
蝦
靴
た
る
ゆ
ぜ
晶
一
肖
へ
る
に
外
砿
な
戸
り
ざ
る

べ
し
「
こ
し
て
講
を
誉
れ
り
。

　
一
、
大
秦
景
敏
流
行
中
國
碑
に
就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
員
　
丈
學
博
士
　
桑
原
　
隙
藏
君

　
該
碑
は
羅
馬
帝
領
内
に
起
れ
る
耶
蘇
敬
の
↓
派
ネ
ス
ト
ル
教
が

支
那
唐
時
代
に
流
行
し
た
る
を
記
念
せ
む
が
た
め
、
唐
の
徳
宗
の

建
中
二
年
（
刈
G
o
一
）
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、
碑
銘
は
長
安

大
秦
寺
ω
傅
景
浮
（
》
α
”
影
）
が
撰
蓮
に
係
る
。
該
碑
の
史
的
慣
値

は
、
そ
の
建
設
年
代
の
古
く
し
て
巳
つ
そ
の
内
容
の
黒
蜜
せ
る
鮎

に
あ
り
。
從
っ
て
こ
れ
に
具
す
る
文
献
は
汗
牛
充
棟
も
蕾
な
ら
す

本
日
倉
卒
の
際
陳
列
し
た
る
も
の
は
、
モ
リ
ソ
ン
文
庫
の
援
助
を

得
て
略
々
そ
の
十
の
八
を
備
へ
た
り
。
（
陳
列
品
目
錐
塗
照
）

　
千
年
以
上
を
経
過
し
た
る
早
耳
が
今
日
爾
破
損
の
少
ぎ
ば
、
そ

酌
恥
四
州
號
　
　
　
一
一
血
八
　
（山

荢
ｪ
∩
）
）

の
建
立
後
冊
も
な
く
〔
恐
ら
く
蟻
蜂
の
會
昌
五
年
（
G
。
塩
）
〕
地
中
に

埋
浸
し
た
る
に
よ
る
。
そ
の
始
め
に
出
土
し
た
る
年
代
、
こ
場
庚
ミ

に
就
て
は
所
〔
蔭
口
な
ら
す
。
晶
剛
者
は
涌
審
馳
に
從
へ
ば
…
明
の
天
啓
五

年
（
一
露
α
）
な
れ
一
ご
、
或
は
こ
れ
よ
り
輸
し
く
早
か
り
し
な
ら
む
か

霊
も
思
は
る
Q
後
暫
は
熱
屋
縣
ミ
の
説
あ
れ
“
」
信
ぜ
ら
れ
す
。
長
安

の
西
郊
金
勝
寺
庭
内
（
大
秦
寺
跡
）
に
て
畿
掘
せ
ら
れ
た
り
ミ
見
ろ

が
至
當
な
ら
む
。
こ
の
幽
土
景
敏
碑
を
定
見
し
た
る
最
初
の
耶
蘇

敏
徒
張
屡
虞
（
穿
鶏
、
一
、
。
ぎ
お
）
が
、
そ
の
拓
本
を
ば
當
時
同
じ
信
徒

の
有
力
者
な
る
杭
州
の
住
入
李
之
藻
（
い
8
謬
い
陣
）
の
許
に
途
り
し

よ
の
該
碑
の
雲
影
頓
に
繋
り
、
忽
ち
鷺
洲
に
報
道
せ
ら
れ
ぬ
。
賜

砺
諾
（
国
5
団
＝
戸
P
鐸
μ
〇
一
　
H
）
帥
簿
N
）
が
一
六
二
五
年
八
月
二
十
三
日
の
獄
醗

に
て
羅
馬
に
報
告
し
た
る
を
そ
の
離
洲
に
傳
へ
ら
れ
し
理
博
ミ
し

て
、
爾
來
幾
多
右
碑
文
の
締
課
を
見
た
り
。
景
教
碑
を
欧
洲
に
紹

介
す
る
に
最
も
カ
あ
り
た
る
は
、
（
一
）
親
し
く
長
安
に
赴
き
そ
の

研
究
に
從
悪
し
た
る
魯
徳
照
（
り
Q
o
彰
o
q
o
）
の
『
支
那
全
史
』
（
初
版

ソ
費
q
身
♂
H
O
難
）
（
二
）
一
山
四
五
〇
年
卜
彌
絡
（
ン
津
色
ノ
P
巴
に
。
）
、
旨
）
に
よ

り
て
傳
へ
ら
れ
た
る
拓
本
及
び
新
課
に
負
ふ
所
多
き
毎
．
鳥
図
。
弓
奮

の
『
支
那
謡
報
』
（
一
日
目
樋
）
聖
な
る
べ
し
。



　
か
く
て
景
教
碑
の
籍
甚
な
る
名
聾
ざ
共
に
こ
、
に
一
の
周
．
題
は

・
起
れ
り
。
景
敏
碑
の
眞
獲
如
何
こ
れ
な
り
。
之
「
を
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト

敏
徒
の
極
帯
ε
疑
．
ふ
も
の
に
は
く
緊
張
3
労
9
p
y
。
。
仲
碧
幽
い
冨
宣
…
8
》

冨
舞
”
暮
等
あ
り
。
こ
れ
を
其
物
な
り
S
辮
製
す
る
も
の
に
は

ト
ぴ
。
一
図
孤
露
霧
p
峠
・
毒
冥
】
岡
。
・
寄
暮
三
②
冠
等
あ
り
。
さ
れ
，
ご
眞
傷
は
圃
よ

偽
問
題
に
あ
ら
す
。
そ
の
眞
物
な
り
一
こ
の
謹
嫁
は
容
易
に
こ
れ
を

列
慣
し
得
べ
し
。
（
蝋
）
碑
丈
の
字
識
唐
風
な
る
こ
ミ
、
（
二
）
そ
の

中
の
記
事
、
『
唐
忌
事
』
四
＋
九
の
中
に
見
ゆ
う
も
の
一
こ
符
節
を
合

す
る
も
の
あ
る
こ
．
こ
、
（
三
）
準
蓮
の
『
南
京
新
記
』
の
記
事
ぐ
」
抵
醐

せ
ざ
る
こ
ε
、
（
四
）
。
。
ω
錦
鳥
ρ
］
）
ぎ
等
も
知
ら
ざ
り
し
シ
リ
ア
文

・
字
の
古
園
国
乱
吋
山
山
。
同
。
を
記
せ
る
こ
、
こ
、
（
五
）
階
唐
へ
か
け
て
回

黄
雲
が
長
安
の
こ
ミ
を
図
錫
巨
（
”
∀
ミ
呼
び
し
は
開
学
の
宣
教
師

が
知
る
所
に
あ
ら
す
．
、
し
か
も
こ
れ
を
国
象
H
馨
σ
q
。
δ
に
て
記
せ
る

こ
こ
、
（
六
）
碑
文
に
兄
ゆ
る
ご
喜
々
同
時
代
に
寒
心
僧
及
烈
の
名

、
が
『
皿
燗
府
蟹
兀
魏
』
五
蔭
…
四
・
†
六
に
一
見
ゆ
る
こ
S
、
（
七
）
見
爪
浮
、
阿
羅
本

の
名
は
漢
課
景
敏
経
典
の
中
に
も
臨
つ
る
こ
ε
。
こ
れ
ら
を
知
悉

し
て
こ
の
碑
を
獲
遣
し
漁
り
ε
考
へ
ら
れ
ざ
る
以
上
、
そ
の
野
物

な
乃
は
疑
ふ
べ
か
ら
す
。
こ
瓢
に
於
て
貴
重
な
る
該
景
敏
碑
の
保

第
八
谷
　
藁
　
報

存
命
題
は
趨
頭
せ
わ
。

　
こ
れ
よ
り
先
き
景
敏
碑
の
存
否
ミ
虞
賛
ミ
を
験
せ
ざ
る
べ
か
ち

す
ミ
の
ω
、
蓼
＝
．
鴇
の
主
張
に
基
け
る
亜
米
利
加
東
洋
協
曾
の
決
議

（一

掾搴

O
め
）
は
幾
多
實
三
訂
を
伸
ひ
し
が
、
数
年
を
経
て
白
票
§
・
・
§

ε
H
。
・
、
ミ
の
二
人
が
長
安
に
赴
き
金
勝
寺
内
の
該
碑
を
親
益
す
る

に
及
ん
で
（
一
〇
〇
⑦
の
）
始
め
て
そ
の
本
意
依
肥
せ
ら
れ
ぬ
。
彼
等
の
西

安
に
到
れ
る
時
現
存
し
た
る
韓
影
藤
の
建
て
し
（
一
。
。
＄
）
恵
賜
は
、

≦
ま
評
言
ω
。
口
の
訪
へ
る
際
は
既
に
跡
形
も
な
く
な
れ
り
。
か
く
て

三
寿
年
を
経
た
る
世
界
稀
有
の
古
．
碑
は
徒
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「
つ
つ
く
る
ミ
の
二
種
あ
り
し
が
、
前
者
は
早

島
港
あ
熟
し
。
本
安
糞
虫
は
貴
顯
の
男
子
の
み
ミ

ゾ
ラ
罵
結
べ
り
ミ
て
、
多
撒
の
絡
欝
、
埴
輪
の
爲
眞
等
に
よ
り
て

結
び
方
」
の
憂
遷
々
示
さ
る
。
　
…
　
u
：
’
　
「
：
　
、
∵
三
・
…

例
會
六
凋
二
十
九
日
午
後
六
時
傘
よ
・
り
畢
生
集
文
場
に
て
開
催

台
岳
者
三
浦
．
天
沼
爾
教
授
、
中
村
講
師
、
「
橋
川
、
源
》
島
田
、

富
森
、
中
村
、
，
井
川
の
諸
氏
δ
勝
峰
、
加
藤
，
佐
古
、
小
橋
、
後

藤
、
山
本
の
諸
君
、

∴
M
、
、
世
界
の
代
表
的
建
築
F
　
．
．
一
　
天
沼
俊
｝
君

〔
大
曲
を
プ
リ
ン
ト
に
よ
旧
り
て
詮
虜
せ
ら
れ
し
後
、
露
眞
脳
辮
十
種



を
幻
燈
に
映
し
て
エ
ジ
プ
ト
、
印
度
、
セ
イ
ロ
ン
の
古
典
的
建
築

よ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
サ
ラ
セ
ン
式
の
代
表
建
築

に
及
び
其
特
徴
を
解
脱
せ
ら
れ
、
最
後
に
布
嘘
、
馬
來
、
瑞
西
、

南
米
土
入
等
の
カ
ヅ
テ
イ
ジ
に
就
い
て
論
明
せ
ら
ろ
。

　
蝸
、
非
ノ
ロ
日
吉
紳
肚
考
　
　
　
　
　
　
中
村
　
直
勝
君

　
滋
賀
縣
伊
香
郡
井
口
鎭
座
の
日
吉
紳
肚
の
位
置
並
に
傳
論
を
紹

介
せ
ら
れ
、
次
に
最
近
の
瞥
見
に
係
る
趾
務
沙
汰
氏
の
文
書
に
よ

り
て
一
飛
が
戦
國
時
代
に
勢
力
あ
り
、
義
軍
の
特
別
の
信
仰
あ
り

て
守
殿
華
表
等
の
修
理
も
行
は
れ
、
騒
域
宏
大
な
り
し
こ
ミ
、

叉
其
氏
子
ミ
帥
子
宮
人
は
特
種
の
組
合
を
作
り
み
た
る
こ
ε
、
現

存
せ
る
木
像
十
九
膿
は
悉
く
佛
重
な
る
も
、
其
形
式
手
法
等
よ
り

見
れ
ば
山
王
二
十
一
肚
に
比
し
て
古
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
ε
思

は
る
る
こ
ミ
よ
り
、
此
地
は
山
王
本
地
の
古
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る

か
ぐ
」
結
ば
る
。

倉

裏尺

　
　
　
麟
會
費
領
牧
報
告

大
正
十
二
年
度

　
藤
田
亮
策

　
岩
田
房
次
郎

　
清
水
　
博
夫

　
管
　
貞
好

　
禿
氏
砧
詳

　
田
中
鷲
一
郎

　
由
田
　
角
人

　
清
水
元
太
郎

　
村
田

大
正
十
三
年
度

．
村
田

白松河大黒藤井相
澤李野西井本上田
清直省源治了通二二
人國三一徳泰泰郎

治
郎
（
登
圓
五
拾
銭
）

治
郎
（
内
登
圓
五
拾
銭
）

小
松

渡
邊
　
轍

弾
上
　
琢
磨

芳
野
戸
勝
隆

池
内
　
宏

丸
山
　
二
郎

下
村
三
四
置

石
川

倍
一
前
川
喜
左
衛
門

井
野
塗
茂
雄

山岡大松黒
本部石川川
湛　曲解眞
雄護吉一道

隆
（
内
試
圓
）
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入
ゼ
）
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第
入
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愈
　
報
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寄
賂
交
換
圖
書

朝
鮮
部
落
調
査
豫
察
報
告
　
第
一
冊

東
京
府
史
蹟
勝
地
調
査
報
告
書
　
第
一
冊

商
業
ざ
認
証
　
第
四
冊

臣
民
の
日
本
史
（
飛
鳥
寧
樂
博
代
）

高
島
秋
帆
先
生
紀
功
碑
建
設
報
告

史
學
難
誌
三
四
の
六
．
七
．
八

史
　
　
學
　
二
の
三

歴
史
地
理
四
二
の
一
．
二

入
類
學
難
誌
　
三
八
の
四
・
五

法
律
及
政
治
　
二
の
六
．
七

佛
教
研
究
四
の
二

龍
谷
大
學
論
叢
　
二
四
九
・
二
五
〇

東
洋
哲
學
三
〇
の
六
・
七

國
畢
院
盤
誌
　
二
九
の
七
・
八
・
九

経
濟
論
叢
　
一
七
の
丁
二
・
三

伊
豫
史
談
　
三
二

　
　
　
朝
鮮
総
督
府

　
　
東
　
京
　
府

長
崎
高
等
商
業
學
校

　
　
西
村
　
眞
次
氏

　
　
押
上
　
森
藏
氏

　
　
史
　
學
　
會

　
　
三
田
史
學
會

日
本
歴
史
地
理
畢
會

　
　
東
京
人
類
撃
會

　
　
明
大
學
會

大
谷
大
學
佛
教
研
究
會

　
　
　
龍
谷
大
黍

　
　
　
東
洋
大
學

　
　
　
國
學
院
大
累

　
　
　
京
大
纒
濟
墨
會

　
　
　
伊
豫
史
談
會

，
第
四
號
　
　
　
篇
晶
焼
山
ハ
　
〈
山
ハ
入
吃
八
）

　
　
　
●
會
　
員
動
静

　
　
　
　
　
入
　
　
　
會

宇
都
宮
市
宇
都
宮
中
學
校

京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
國
史
研
究
室

　
右
紹

　
右
紹

書後継石

誠基川
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門海
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